
対象施設

株式会社増渕商店　事業本部：東京都板橋区高島平7-4-3-2階

三園リサイクルセンター：東京都板橋区三園2-4-6

主な事業活動

・一般廃棄物収集運搬業・産業廃棄物収集運搬業・産業廃棄物中間処分業

環境配慮型経営に関する状況 トピックス

マテリアルバランス

三園リサイクルセンターについて、及び環境配慮経営の経済・社会的側面に関する状況、SDGｓなど

（一般廃棄物） 8,040,600

ガソリン（ℓ） 4,140 収集運搬及び営業活動

軽油（ℓ） 241,938 収集運搬

CNG（ℓ） 0 収集運搬 （産業廃棄物） 1,281,648

（リサイクル） 4,461,510

電気（KW) 42,718 中間処分 （中間処分量） 66,150

CSR報告書
対象期間：令和5年4月1日から令和6年3月31日まで

インプット 事業活動
→

（年間運搬量 kg）

・一般廃棄物収集運搬車両…20台

（内訳）

　　平成27年燃費基準達成車　20台

・産業廃棄物収集運搬車…16台

（内訳）平成20年基準適合車　2台

               平成22年基準適合車　1台

      平成27年基準燃費達成車　13台

・営業車（乗用車）…1台

・フォークリフト…1台

令和5年9月8日東京消防庁の「第10回地域の応急手当普及功労賞」において

最優秀賞（消防総監賞）を受

賞いたしました。この賞は、

応急手当奨励事業所のうち、

地域における応急救護体制づ

くりに主体的に取り組んでい

る団体を表彰するものです。

弊社は、救護要請された際に

活動できるよう訓練している

こと等をご評価頂きました。

→ アウトプット（kg-＊）

HFC（年間使用量） CO2

・発泡スチロール減容機

　所要動力…13.13ｋW

　処理能力…50 kg/ｈ

◎低炭素社会実行計画の進捗

2022年度　燃費 4.23㎞/ℓ

（達成率 72.5％←前年度 72.5％）

※2010年度の原油換算燃費3.93㎞/

ℓを基準として、2028～2032年度

(5年間)の平均燃費を10％向上させ

た 4.33㎞/ℓが達成目標です。

【許可について】令和5年9月、産業廃棄物処分業の許可更新時に東京都より

優良産廃業者として認定を頂きました。※優良産廃業者認定制度とは、都道

府県・政令市が通常より厳しい基準で審査認定する制度です。東京都で「優

良認定」を受けた処分業者数は、全部で60社のみです（令和6年6月現在）。

・令和6年2月に新たに千葉県の産業廃棄物収集運搬業の許可を取得しまし

た。これにより首都圏（1都3県）で収集運搬サービスが可能となりました。

【リサイクルセンターの緑化】弊社では施設の緑化を進めておりますが、社

員が自主的に管理している区画があります。その区画で育てた野菜などは従

業員の親睦にも一役買っています。昨年は「じゃがいも」が豊作でした。

9,605.12 0.04

0.00

水道（ｍ3） 1,381 設備維持（主に洗車）

都市ガス（ｍ3） 12 施設維持 25.92 0.00

【従業員教育】令和5年度の新たなeco検定合格者は3名です。弊社在籍のeco

検定合格者（エコピープル）は合計25名となりました。また、令和6年3月5

日には、外部講師を招いて「好感度アップ！ビジネスマナーの基礎研修」を

実施しました。午前と午後の２部制で実施し、全社員が受講しています。

【福利厚生】令和5年10月より「チケットレストラン」を導入いたしました。

※チケットレストランとは、食の福利厚生（外食を社員食堂のように利用で

きる）サービスです。会社が毎月、食事代として約半額を補助することで、

その額が非課税所得になります。専用の電子マネー（IDカード）を使用し

て、コンビニや牛丼店など全国の加盟店（6万店以上）で利用可能です。
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前段のとおり、一般的に不要になったものは安易に捨てられて

しまうことが多くあります。しかし、安易

に廃棄される廃棄物によって、事故や火災

の発生などが後を絶ちません。私たちは、

プロとして、この廃棄物の価値を社会的に

再認知して頂くことが、もう一つの役目で

あると捉えています。「分別」することの

重要性を含めた「社会への啓もう活動」を

通じてサステナブルな社会への第一歩への

更なる取組みを進めています。
株式会社増渕商店

代表取締役 増渕千人

【経営理念】

我社だから出来る

「最高のサービスの提供」を追求し、

「業界最先端の究極の環境事業」を目指すと共に

循環型社会の持続的発展に貢献します

【経営方針】

人との出会いを大切にし、お客さまに感謝し、

社会から愛され、信頼される企業であること

社員が能力と個性を発揮し、

お客様に感動して頂ける企業であること

社員の成長を評価し、

社員の成長と共に発展できる企業であること

【第50期 行為方針】

社会的価値の向上
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「ごみ」、いわゆる不要になったものとして棄てられ

る物を私たちは収集し、処理することを事業としてい

ます。一般的には不要物だから安易に廃棄されること

も多いですが、廃棄物処理法では廃棄をする事業者に

対して「排出事業者自らが責任を持って処理をする」

とされています。つまり、最終的に適正に処理するま

ではお客様から預かった「商品」なのです。私たちは

専門業（プロ）として、その廃棄される「ごみ=商

品」を適切に扱い、適正に処理をすることに使命を持

ち、誇りを持って事業を進めています。

捨てられる「ごみ」から「廃棄物」、そして「商品」としての扱いに。

「ごみ」という名の「商品」 廃棄物の価値への戦い


